
無線従事者資格制度変遷
昭和33年(1958) 昭和46年(1971) 昭和58年(1983) 昭和59年(1984) 平成2年(1990)

11月5日 12月1日 4月1日 12月1日 5月1日
電波法改正による
終身免許及び資格
設定

特殊無線技士
(無線電話丙)
新設

特殊無線技士
(国際無線電話)
新設

特殊無線技士
(無線電話丁)
新設

電波法改正による新資格
設定、第三級陸上特殊無
線技士新設

レーダー級海上
特殊無線技士

レーダー級海上
特殊無線技士

特殊無線技士
（レーダー）

第三級海上
特殊無線技士

第三級海上
特殊無線技士

レーダー級海上
特殊無線技士

レーダー級海上
特殊無線技士

(みなし規定による)

特殊無線技士
（無線電話甲）

第二級海上
特殊無線技士

第二級海上
特殊無線技士

特殊無線技士
（無線電話丁）

第三級海上
特殊無線技士

(みなし規定による)

第三級海上
特殊無線技士

電話級
無線通信士

第四級海上
無線通信士

第四級海上
無線通信士

特殊無線技士
（国際無線電話）

第一級海上特殊無線技士
及び

第二級陸上特殊無線技士
(みなし規定による)

第一級海上特殊無線技士
及び

第二級陸上特殊無線技士

第一級海上
無線通信士

第二級海上
無線通信士

第三級海上
無線通信士

第二級総合
無線通信士

第二級総合
無線通信士

第一級海上
無線通信士

第三級
無線通信士

第三級総合
無線通信士
(みなし規定による)

第三級総合
無線通信士

第三級総合
無線通信士

第三級総合
無線通信士

第二級海上
無線通信士

第三級海上
無線通信士

第四級海上
無線通信士

第四級海上
無線通信士
(みなし規定による)

第一級海上
特殊無線技士

第一級海上
特殊無線技士

第二級海上特殊無線技士
及び

第二級陸上特殊無線技士
(みなし規定による)

第二級海上特殊無線技士
及び

第二級陸上特殊無線技士

第一級
無線通信士

第一級総合
無線通信士
(みなし規定による)

第一級総合
無線通信士

第二級
無線通信士

第一級総合
無線通信士

第一級総合
無線通信士

第二級総合
無線通信士
(みなし規定による)

第二級総合
無線通信士

　無線従事者の経過規定

　無線従事者資格について
は、平成２年５月１日の経過
処置により、新資格の免許
を受けたものとみなしてい
る。

現在



電話級
アマチュア無線技士

第三級
アマチュア無線技士

第三級
アマチュア無線技士

第四級
アマチュア無線技士

(みなし規定による)

第四級
アマチュア無線技士

第二級
アマチュア無線技士

第二級
アマチュア無線技士

第二級
アマチュア無線技士

第三級
アマチュア無線技士

第三級
アマチュア無線技士

(みなし規定による)

電信級
アマチュア無線技士

第一級
アマチュア無線技士

第一級
アマチュア無線技士

第二級
アマチュア無線技士

第二級
アマチュア無線技士

(みなし規定による)

国内電信級陸上
特殊無線技士

特殊無線技士
（国内無線電信）

第一級
アマチュア無線技士

第一級
アマチュア無線技士

(みなし規定による)

第一級
アマチュア無線技士

国内電信級陸上
特殊無線技士

(みなし規定による)

第一級陸上
特殊無線技士

第一級陸上
特殊無線技士

第二級陸上
特殊無線技士

第二級陸上
特殊無線技士

(みなし規定による)

航空
特殊無線技士

第一級陸上
無線技術士

第二級
無線技術士

特殊無線技士
(多重無線設備)

第一級陸上
特殊無線技士

第一級陸上
特殊無線技士

(みなし規定による)

第二級陸上
無線技術士

第二級陸上
無線技術士

第一級陸上
無線技術士

第一級陸上
無線技術士

特殊無線技士
（無線電話丙）

航空級
無線通信士

第一級
無線技術士

航空
特殊無線技士

第一級陸上
無線技術士
(みなし規定による)

航空
無線通信士

航空
無線通信士

航空
特殊無線技士

航空
特殊無線技士

(みなし規定による)

航空
無線通信士
(みなし規定による)

航空
無線通信士

第二級陸上
無線技術士

第二級陸上
無線技術士
(みなし規定による)

第四級
アマチュア無線技士

第四級
アマチュア無線技士

特殊無線技士
（無線電話乙）

国内電信級陸上
特殊無線技士

国内電信級陸上
特殊無線技士

第二級陸上
特殊無線技士

第二級陸上
特殊無線技士

第三級陸上
特殊無線技士

第三級陸上
特殊無線技士
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